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中
野
あ
き
と

生
活
相
談
な
ど

お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
下
さ
い

中
野
・
な
が
せ
事
務
所
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「
便
利
で
助
か
る
よ
」
と
、

南
平
２
丁
目
の
丘
陵
地
に

自
宅
を
持
つ
知
人
が
言
っ

た
▼
都
心
に
所
用
が
あ
っ

て
、
知
人
が
高
幡
不
動
駅
に
下
車
し

た
の
は
午
後
８
時
過
ぎ
。
こ
の
時
間

帯
の
ミ
ニ
バ
ス
北
野
街
道
循
環
路
線

は
10
分
間
隔
の
運
行
で
あ
る
。
お
陰

で
僅
か
な
時
間
で
自
宅
に
戻
れ
た
そ

う
だ
▼
高
幡
不
動
駅
か
ら
豊
田
駅
北

口
に
至
る
ミ
ニ
バ
ス
南
平
路
線
。
途

中
の
北
野
街
道
口
ま
で
は
、
鹿
島
台
、

み
な
み
が
丘
、
南
平
台
な
ど
、
丘
陵

地
住
民
の
貴
重
な
足
と
な
っ
て
い
る

▼
利
用
率
も
高
く
バ
ス
は
い
つ
も
満

員
。
座
り
損
ね
た
高
齢
者
は
、
つ
り

革
に
つ
か
ま
り
バ
ス
の
揺
れ
に
耐
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
２
０
１
６
年

に
北
野
街
道
口
止
ま
り
の
便
が
循
環

路
線
と
な
っ
た
。
そ
の
数
年
前
、
増

便
を
求
め
る
住
民
の
運
動
が
起
こ
り
、

交
渉
の
中
で
循
環
化
を
求
め
た
。
当

事
務
所
も
請
願
署
名
集
め
に
協
力
、

中
野
あ
き
と
市
議
は
対
市
交
渉
に
立

ち
会
っ
た
▼
「
循
環
路
線
」
と
言
っ

て
も
当
初
は
、
北
野
街
道
を
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
高
幡
不
動
駅
に
戻
る
利
用

価
値
の
低
い
も
の
だ
っ
た
▼
住
民
は

「
途
中
に
停
留
所
を
」
と
、
ね
ば
り

強
く
交
渉
。
１
９
年
に
「
南
平
４
丁

目
（
後
に
場
所
を
移
動
し
て
南
平
体

育
館
に
変
更
）
」
の
バ
ス
停
が
誕
生
。

更
に
「
南
平
体
育
館
入
口
」
「
禅
寺

丸
公
園
」
の
停
留
所
も
実
現
し
た
▼

「
助
か
る
よ
」
と
言
う
知
人
。
互
い

に
年
を
重
ね
た
今
、
そ
の
実
感
は
よ

り
深
い
。
来
年
２
月
は
市
議
会
議
員

選
挙
。
進
行
す
る
高
齢
化
社
会
。
日

本
共
産
党
は
「
高
騰
す
る
物
価
対
策
」

と
共
に
「
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
公
共
交
通

の
拡
充
」
を
重
点
政
策
に
掲
げ
、
全

力
を
上
げ
で
た
た
か
う
。
（
Ｋ
）

短信

▶
ス
ー
パ
ー
前
で
署
名
の
お
願
い

◀
駅
前
で
通
行
人
と
対
話

▶
道
行
く
人
に
声
を
か
け

◀
訪
問
し
て
お
話
を
聞
く

11月26日、中野あきと市議、なが

せ真由美さん、南平地域の後援会員

など７人が参加し、日野市に①浅川

土手階段の補修、②９丁目の宅地開

発について、③高幡不動駅周辺にベ

ンチを設置して欲しい、④南平７丁

目付近の用水転落防止ガードレール

設置についての４項目の要請をしま

した。

日野市からは生活安全課など３人

が出席し、①浅川土手階段はまもな

く３カ所終了する、②工事車両の運

行については事業者に徹底する、③

駅前の古いベンチは修繕予定、④用

水にはオレンジポールを設置し注意

喚起するなど、要請した４項目のそ

れぞれに回答がありました。

事務所はこれからも地域のみなさ

んから寄せられた声を元に、日野市

に要請を行っていきます。

今
、
地
域
を
歩
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら

お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

「
物
価
高
で
暮
ら
し
が
大
変
」
と
話
題

に
な
る
こ
と
が
多
く
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
か
ら
「
年
金
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い

け
な
い
」
と
切
実
な
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

一
方
で
現
役
世
代
の
皆
さ
ん
か
ら

「
給
料
が
上
が
ら
な
い
」
「
子
供
に
か

か
る
お
金
は
節
約
で
き
な
い
か
ら
親
が

我
慢
し
て
い
る
」
と
い
う
悲
痛
な
声
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。

物
価
高
に
賃
金
や
年
金
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
事
実
が
見
え
て
き
ま
す
。

世
代
間
を
問
わ
ず
誰
も
が
大
変
で
す

が
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
方
に
そ
の
し
わ
寄
せ
が
い
っ

て
い
ま
す
。
ケ
ア
す
る
人
が
ケ
ア
さ
れ

な
い
状
況
も
問
題
で
す
。

今
、
政
治
が
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
、
底
が
見
え
な
い
物
価
高
か

ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
で
す
。

さ
て
、
日
野
市
は
「
お
金
が
な
い
、

お
金
が
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

黒
字
額
は
過
去
最
高
、
何
に
で
も
使
え

る
貯
金
額
は
61
億
円
で
す
。
私
は
こ
れ

を
財
源
と
し
て
、
日
野
市
で
で
き
る
緊

急
物
価
高
騰
対
策
を
や
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◎
電
気
・
ガ
ス
代
補
助
や
下
水
道
使
用

料
の
引
き
下
げ
で
家
計
を
直
接
支
援

し
ま
す
。

◎
経
済
政
策
と
し
て
、
公
契
約
条
例
に

よ
る
市
内
の
事
業
の
発
注
単
価
の
引

き
上
げ
で
賃
上
げ
を
行
い
ま
す
。

◎
国
保
税
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
負
担

軽
減
で
消
費
に
ま
わ
る
よ
う
に
し
ま

す
。

◎
介
護
・
保
育
・
障
害
福
祉
の
現
場
は

人
手
不
足
で
危
機
的
で
す
。
こ
こ
に

財
政
支
援
と
処
遇
改
善
を
行
い
ま
す
。

◎
学
校
給
食
の
無
償
化
に
続
き
、
学
用

品
費
、
修
学
旅
行
な
ど
の
移
動
教
室

の
負
担
軽
減
・
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
子

ど
も
た
ち
の
「
衣
食
住
」
の
権
利
を

守
り
ま
す
。

税
金
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
暮
ら
し
」

の
予
算
に
ま
わ
し
て
い
く
こ
と
で
十
分

に
で
き
ま
す
。
「
暮
ら
し
も
子
育
て
も

全
力
で
応
援
」
す
る
市
政
に
転
換
す
る

た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
中
で
こ
つ
こ
つ
と

連
日
奮
闘
中
の

な
が
せ
真
由
美
さ
ん

（

長

瀬

）

底
が
見
え
な
い
物
価
高
か
ら

命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に

党
暮
ら
し
・
子
育
て
支
援
室
長

な
が
せ
真
由
美

▶
な
が
せ
真
由
美
さ
ん

中野あきと市議▲

中野・ながせ事務所が

日野市に４項目の要請



連載第８回で紹介した、たかはた保育園の民営化事業をめぐる不

正問題に戻ります。

新たな保育園の建設費や進入道路拡幅整備費、家賃補助などに総

額６億円もの助成が行われた背景に、河内久男氏の存在と異常な関

与があったことが、市による関係職員へのヒアリングで明らかにな

りました。以下、市が明らかにした生々しい職員証言を紹介します。

・「当時の保育課職員は、部長も含め、ただお金を出すだけという

認識しかなかったのではないか」「河内さんからあそこにある書

類をもらえと言われてやっていた。見てもわからない中で妥当性

を判断するしかない状況。最終的には払うしかないのだなとい

う認識だった」（保育課長補佐）

・拡幅用地の補助金の算出について「言われたままに入れた。河内

さんからのメモを打ったのだと思う」「支出するだけ。中身はわ

からないし交渉の経過もタッチしていない」（保育課長補佐）

・２億4000万円の前家賃補助について「発案は河内氏。河内氏の提

案について市が了承し決定した」(当時課長)

・内装費の追加工事について「開園の２ヶ月ほど前、河内氏より工

事が遅れている。業者に泣いてくれという額ではなく追加で補助

金が必要とのこと」「河内氏がどうしても必要なものだとしてや

ることにした」(当時課長)

・補助金が大きくなっていることに「事業規模がどんどん膨らみ前

例のない金額となっていたので、このままでいいのか、部長に相

談したが、河内氏がやれということなのでこれで進めるしかない

との答えがあった」(当時課長)

・河内氏への認識を問われ「絶対的な存在。河内氏の考えに反対、

修正するなどは絶対にできない」(当時課長) （続く）

市政で起こったこと、そしてこれから［第１２回］
「河内王国」の大罪〜

たかはた保育園の民営化事業をめぐって② 中野あきと

《連載》不正問題を２度と繰り返さないために

〈
投
稿
）

選
挙
の
公
営
掲
示
板

を
増
や
し
て

私
の
と
こ
ろ
に
「
公
営

掲
示
板
を
増
や
し
て
」
と

い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

南
平
２
丁
目
の
南
平
台
住

宅
は
大
き
な
住
宅
地
で
す

が
、
１
個
所
も
「
公
営
掲

示
版
」
が
あ
り
ま
せ
ん
、

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
調

べ
る
と
、
そ
の
と
お
り
で

す
。私

は
ミ
ニ
バ
ス
「
北
野

街
道
口
」
停
留
所
と
、
も

う
１
個
所
、
住
宅
地
の
上

部
に
「
公
営
掲
示
板
」
の

設
置
を
、
市
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
求
め
ま
し
た
。

（
南
平

Ｓ
Ｙ
）

共
産
党
市
議
団
は
、

９
月
市
議
会
の
決
算
質

疑
で
、
安
心
し
て
出
か

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
方
針
の
一
つ
の
柱
と

し
て
、
駅
周
辺
・
バ
ス

停
・
街
か
ど
へ
の
ベ
ン

チ
の
設
置
を
推
進
す
る

よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

高
齢
化
が
急
速
に
進

む
中
、
ま
た
坂
道
の
多

い
日
野
の
ま
ち
に
お
い

て
、
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要

望
は
た
い
へ
ん
切
実
で

す
。
今
後
、
設
置
実
現

ま
で
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

駅周辺、バス停、

街角などに

ベンチの設置を

⒝
学
校
給
食
の
無
償
化
実
現
⒝

市
民
運
動
、
清
水
都
議
と
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で

実
現
に
道
開
く
！

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
粘

り
強
い
署
名
運
動
と
と
も
に
、
清
水
と
し
子
都
議

と
連
携
し
て
党
市
議
団
が
市
議
会
で
提
案
を
重
ね

る
中
、
実
現
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
党
市
議
団
は
、
都
議
会
で
無
償
化
の
論

戦
を
繰
り
返
す
党
都
議
団
・
清
水
都
議
か
ら
時
々

の
都
の
動
向
な
ど
を
系
統
的
に
情
報
提
供
を
受
け
、

「
意
見
書
案
」
の
提
案
、
代
表
質
問
、
一
般
質
問

な
ど
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
無
償
化
を
求
め
る
請
願
に
、
与
党
３
会

派
が
採
択
を
拒
み
「
継
続
扱
い
」
を
続
け
る
中
、

私
た
ち
は
攻
勢
的
論
戦
を
展
開
。
つ
い
に
市
政
も

実
現
に
向
け
て
動
き
ま
し
た
。

そ
の
直
前
に
与
党
３
会
派
は
、
市
長
に
「
無
償

化
へ
向
け
た
要
望
書
」
を
提
出
し
た
と
の
こ
と
。

さ
す
が
に
こ
の
動
き
に
は
「
方
向
が
決
ま
っ
て
要

望
書
を
出
す
な
ん
て
」
「
実
績
の
ア
リ
バ
イ
づ
く

り
」
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

⒝
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
完
全
無
償
化
実
現
⒝

「
財
政
非
常
事
態
」
を
盾
に
背
を
向
け
る
与
党

繰
り
返
し
の
提
案
で
道
を
開
い
た
党
市
議
団

２
０
２
０
年
３
月
議
会
に
保
護
者
か
ら
、
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
の
「
所
得
制
限
撤
廃
」
を
求

め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
与
党

３
会
派
は
「
財
政
非
常
事
態
宣
」
な
ど
を
理
由
に

反
対
し
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
党
市
議
団
は
、
清
水
都
議
か
ら
の
東
京

都
や
多
摩
地
域
の
動
き
を
把
握
し
な
が
ら
、
一
般

質
問
、
意
見
書
案
の
提
案
、
代
表
質
問
な
ど
で
完

全
無
償
化
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
23
年
６
月
議
会
に
市
長
が
18
歳

ま
で
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化
の
予
算
を
提
案
、

実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

与
党
３
会
派
は
そ
の
直
前
に
「
完
全
無
償
化
を

求
め
る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
「
何
の
た
め
の
議
会
、
議
員
な
の
か
？
」

と
い
う
疑
問
の
声
が
上
が
る
の
も
当
然
で
す
。

⒝
学
校
図
書
館
へ
の
司
書
配
置
の
実
現
⒝

20
年
来
の
住
民
団
体
の
粘
り
の
運
動

事
態
を
打
開
し
た
党
市
議
団
の
質
問

こ
の
４
年
間
、
私
た
ち
党
市
議
団
は
、
専
門
家

や
他
市
の
司
書
か
ら
の
聞
き
取
り
視
察
調
査
を
重

ね
、
一
般
質
問
や
代
表
質
問
、
予
算
・
決
算
委
員

会
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
る
な
ど
、
司
書
配
置
の

重
要
性
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
「
学
校
図
書

館
を
も
っ
と
よ
く
す
る
会
」
の
20
年
来
の
粘
り
強

い
運
動
と
力
を
合
わ
せ
て
実
現
へ
と
こ
ぎ
つ
け
た

も
の
で
す
。

た
だ
、
小
中
学
校
全
校
配
置
と
は
い
っ
て
も
、

１
人
司
書
が
２
校
掛
け
持
ち
す
る
形
で
す
。
文
字

通
り
の
１
人
１
校
配
置
へ
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
こ
の
事
案
で
も
、
市
が
司
書
配
置
の
方

向
を
打
ち
出
す
直
前
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取

り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
与
党
議
員
が
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
ま
し
た
。

⒝

ボ
ロ
ボ
ロ
の
生
活
道
路
の
補
修
⒝

党
市
議
団
の
連
続
質
問
で
議
会
も
変
化

道
路
補
修
予
算
の
大
幅
増
額
が
実
現

破
損
が
激
し
い
市
内
の
生
活
道
路
。
住
民
の
方
々

か
ら
の
告
発
や
要
望
を
受
け
私
た
ち
党
市
議
団
は
、

21
年
９
月
、
12
月
議
会
、
翌
22
年
３
月
議
会
と
連

続
的
に
質
問
し
「
早
急
な
補
修
と
予
算
の
抜
本
的

拡
充
」
を
提
案
。
市
も
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
受
け

止
め
、
予
算
の
緊
急
増
額
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
道
路
改
修
予
算
は
、
１
億
５
千
万
円
、

２
億
円
へ
と
増
額
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
は
さ
ら
に

年
間
４
億
円
へ
と
倍
増
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
う
し
た
中
で
、
他
党
派
議
員
か
ら
の

質
問
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
生
活

道
路
予
算
の
更
な
る
充
実
を
求
め
た
市
民
の
請
願

(

22
年
９
月
議
会)

に
は
、
与
党
３
会
派
は
反
対
し

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

◆
こ
の
４
年
間
◆

共
産
党
市
議
団
が
は
た
し
た

役
割
と
主
な
実
績
に
つ
い
て

市
議
会
議
員

中
野
あ
き
と

［無料法律相談日］２０２６年 １月

■ ８日（木）午後１時～３時 市役所６階共産党控室

〈申し込み〉わたなべ・清水事務所 042-582-1042

北
川
原
公
園
ま
つ
り
に
１
７
０
０
人

▲11月16日 恒例の北川原公園まつりが行われ、好天に

めぐまれ、子ども連れの市民で賑わいました




